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２ 災害に備えた対策  

（１）災害への備え・対策 

・災害への備え・対策については、「携帯ラジオ、懐中電灯、医薬品などを準備している」

（69％）が最も多く、次いで「食料や飲み水を備蓄している」（66％）、「寝室・台所

などに住宅用火災警報器を設置している」（61％）が多くなっています。 

・前回調査と比較すると、「消火器を設置している」や「家族との連絡方法などを決めて

いる」は１ポイント微減していますが、「非常用トイレ（トイレパックなど）を準備し

ている」（前回比+7ポイント）、「ハザードマップを見て、自宅周辺の危険箇所などを

確認している」（同+5ポイント）、「携帯ラジオ、懐中電灯、医薬品などを準備してい

る」（同+3ポイント）は増加し、多くの項目で前回調査と同じもしくは高いポイントと

なっています。 

 

  

%

携帯ラジオ、懐中電灯、医薬品などを準備している

食料や飲み水を備蓄している

寝室・台所などに住宅用火災警報器を設置している

基本的に重いものは、高い所に置かないようにしている

消火器を設置している

食料や飲み水を、普段の生活の中で定期的に使いながら新た

に買い足す「ローリングストック」を行って備蓄している

非常用トイレ（トイレパックなど）を準備している

家具や冷蔵庫などを固定し、転倒を防止している

家族との連絡方法などを決めている

住宅用火災警報器の作動を定期的に確認している

ハザードマップ（土砂災害、洪水など）を見て、自宅周辺の

危険箇所などを確認している

窓ガラスを強化ガラスに替えたり、ガラス類にフィルムを

貼っている

感震ブレーカーを設置している

ペットを連れて避難するため、避難グッズ（ペット用食料、

ケージ、ペット手帳など）を用意している

自分や家族の避難行動計画「マイ・タイムライン」を作って

いる

その他

特に何もしていない

無回答

※の項目は聴取を実施せず

問２　あなたの家では、災害に備えて、どのような対策をとっていますか？（複数回答）

69

66

61

60

48

43

40

36

29

29

26

14

11

5

2

1

7

1

66 

65 

61 

58 

49 

※

33 

35 

30 

27 

21

13 

9 

5 

※

1 

8 

1 

63 

67 

55 

59 

53 

※

31 

36 

31 

25

※

10 

8 

5

※

1 

8 

0 

R04 (n=2009) R01 (n=2145) H29 (n=2390)
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［年代別 災害への備え・対策］ 

・年代別で見ると、10～50歳代までは「食料や飲み水を備蓄している」、60～80歳以上は

「携帯ラジオ、懐中電灯、医薬品などを準備している」が最も多くなっています。 

・年代が高くなるにつれて、対策をとっている割合は増加傾向にあります。 

 

10～20歳代 30歳代 40歳代 50歳代

(n=138) (n=186) (n=261) (n=391) ％

携帯ラジオ、懐中電灯、医薬品などを準備している

食料や飲み水を備蓄している

寝室・台所などに住宅用火災警報器を設置している

基本的に重いものは、高い所に置かないようにしている

消火器を設置している

食料や飲み水を、普段の生活の中で定期的に使いながら新たに買

い足す「ローリングストック」を行って備蓄している

非常用トイレ（トイレパックなど）を準備している

家具や冷蔵庫などを固定し、転倒を防止している

家族との連絡方法などを決めている

住宅用火災警報器の作動を定期的に確認している

ハザードマップ（土砂災害、洪水など）を見て、自宅周辺の危険

箇所などを確認している

窓ガラスを強化ガラスに替えたり、ガラス類にフィルムを貼って

いる

感震ブレーカーを設置している

ペットを連れて避難するため、避難グッズ（ペット用食料、ケー

ジ、ペット手帳など）を用意している

自分や家族の避難行動計画「マイ・タイムライン」を作っている

その他

特に何もしていない

無回答

60歳代 70歳代 80歳以上

(n=333) (n=418) (n=246) ％

携帯ラジオ、懐中電灯、医薬品などを準備している

食料や飲み水を備蓄している

寝室・台所などに住宅用火災警報器を設置している

基本的に重いものは、高い所に置かないようにしている

消火器を設置している

食料や飲み水を、普段の生活の中で定期的に使いながら新たに買

い足す「ローリングストック」を行って備蓄している

非常用トイレ（トイレパックなど）を準備している

家具や冷蔵庫などを固定し、転倒を防止している

家族との連絡方法などを決めている

住宅用火災警報器の作動を定期的に確認している

ハザードマップ（土砂災害、洪水など）を見て、自宅周辺の危険

箇所などを確認している

窓ガラスを強化ガラスに替えたり、ガラス類にフィルムを貼って

いる

感震ブレーカーを設置している

ペットを連れて避難するため、避難グッズ（ペット用食料、ケー

ジ、ペット手帳など）を用意している

自分や家族の避難行動計画「マイ・タイムライン」を作っている

その他

特に何もしていない

無回答

問２　あなたの家では、災害に備えて、どのような対策をとっていますか？（複数回答）

58 

63 

50 

46 

32 

29 

33 

32 

32 

25 

20 

8 

7 

8 

4 

0 

7 

1 

53 

67 

52 

57 

28 

45 

39 

28 

25 

21 

23 

12 

5 

5 

1 

1 

6 

1 

65 

68 

61 

64 

36 

43 

43 

35 

32 

28 

27 

15 

10 

5 

0 

2 

3 

1 

62 

65 

61 

53 

46 

44 

41 

36 

24 

30 

24 

11 

9 

7 

1 

1 

5 

1 

72 

66 

63 

62 

50 

41 

38 

35 

25 

32 

25 

16 

10 

5 

1 

1 

7 

1 

79 

67 

67 

68 

60 

45 

40 

38 

32 

28 

31 

16 

17 

4 

3 

1 

8 

1 

78 

66 

65 

64 

65 

43 

43 

39 

35 

30 

25 

17 

17 

2 

4 

1 

11 

2 
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［世帯構成別 災害への備え・対策］ 

・世帯構成別で見ると、上位４項目はすべての世帯別で割合が多くなっています。 

・夫婦だけの世帯の「携帯ラジオ、懐中電灯、医薬品などを準備している」は、約８割の

方が対策している結果となっています。 

・ひとり暮らし世帯は、他の世帯と比べて災害対策への意識が低くなっています。 

 

  

ひとり暮らし 夫婦だけ 親と子（２世代）

(n=257) (n=560) (n=989) ％

携帯ラジオ、懐中電灯、医薬品などを準備している

食料や飲み水を備蓄している

寝室・台所などに住宅用火災警報器を設置している

基本的に重いものは、高い所に置かないようにしている

消火器を設置している

食料や飲み水を、普段の生活の中で定期的に使いながら新たに買

い足す「ローリングストック」を行って備蓄している

非常用トイレ（トイレパックなど）を準備している

家具や冷蔵庫などを固定し、転倒を防止している

家族との連絡方法などを決めている

住宅用火災警報器の作動を定期的に確認している

ハザードマップ（土砂災害、洪水など）を見て、自宅周辺の危険

箇所などを確認している
窓ガラスを強化ガラスに替えたり、ガラス類にフィルムを貼って

いる

感震ブレーカーを設置している

ペットを連れて避難するため、避難グッズ（ペット用食料、ケー

ジ、ペット手帳など）を用意している

自分や家族の避難行動計画「マイ・タイムライン」を作っている

その他

特に何もしていない

無回答

祖父母と親と子（３世代） その他

(n=97) (n=55) ％

携帯ラジオ、懐中電灯、医薬品などを準備している

食料や飲み水を備蓄している

寝室・台所などに住宅用火災警報器を設置している

基本的に重いものは、高い所に置かないようにしている

消火器を設置している

食料や飲み水を、普段の生活の中で定期的に使いながら新たに買

い足す「ローリングストック」を行って備蓄している

非常用トイレ（トイレパックなど）を準備している

家具や冷蔵庫などを固定し、転倒を防止している

家族との連絡方法などを決めている

住宅用火災警報器の作動を定期的に確認している

ハザードマップ（土砂災害、洪水など）を見て、自宅周辺の危険

箇所などを確認している
窓ガラスを強化ガラスに替えたり、ガラス類にフィルムを貼って

いる

感震ブレーカーを設置している

ペットを連れて避難するため、避難グッズ（ペット用食料、ケー

ジ、ペット手帳など）を用意している

自分や家族の避難行動計画「マイ・タイムライン」を作っている

その他

特に何もしていない

無回答

問２　あなたの家では、災害に備えて、どのような対策をとっていますか？（複数回答）

64 

63 

57 

64 

44 

34 

34 

27 

23 

23 

24 

9 

11 

3 

2 

2 

13 

2 

78 

68 

64 

62 

53 

49 

44 

38 

33 

34 

32 

17 

13 

4 

2 

1 

7 

1 

65 

66 

61 

57 

46 

43 

40 

35 

28 

27 

23 

14 

10 

6 

1 

1 

5 

1 

63 

62 

61 

66 

49 

32 

40 

45 

22 

22 

22 

18 

10 

7 

2 

0 

6 

0 

65 

71 

71 

69 

49 

33 

24 

40 

42 

36 

31 

13 

16 

7 

9 

2 

5 

2 
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（２）防災に関する情報の入手手段 

・防災に関する情報の入手手段については、「テレビ」（83％）が最も多く、次いで「イ

ンターネット（PC、スマートフォンなど）」（70％）となっています。「ラジオ」（34％）、

「県や市・区の広報紙」（30％）、「新聞」（28％）、「町内の回覧板や掲示板」（26％）

と続いています。 

・前回調査と比較すると、最も増加しているのは「インターネット（PC、スマートフォン

など）」（前回比+9ポイント）、次いで「横浜市防災情報Eメール」（同+5ポイント）、

「ラジオ」（同+4ポイント）などで、インターネット環境からの情報収集が増えていま

す。 

 

 
  

%

テレビ

インターネット（PC、スマートフォンなど）

ラジオ

県や市・区の広報紙

新聞

町内の回覧板や掲示板

TwitterなどのSNS

家族や親類

横浜市防災情報Eメール

隣近所の知り合い

港南区緊急時情報伝達システム

港南区安全・安心情報メール

雑誌

その他

特にない

無回答

※の項目は聴取を実施せず

問３　防災に関する情報を入手したい時に、何から入手していますか？（複数回答）

83

70

34

30

28

26

16

13

12

9

5

4

3

1

2

1

86 

61 

30 

29 

35 

28 

13 

12 

7 

10 

※

4 

4 

1 

2 

0 

R04 (n=2009) Ｒ01 (n=2145)
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［年代別 防災に関する情報の入手手段］ 

・年代別で見ると、10～50歳代までは「インターネット（PC、スマートフォンなど）」、

60～80歳以上は「テレビ」が最も多くなっています。 

・10～30歳代までは「TwitterなどのSNS」の割合が多く、60歳以上は「ラジオ」や「新聞」、

「県や市・区の広報紙」といったデジタル情報以外からの入手も多くなっています。 

  

10～20歳代 30歳代 40歳代 50歳代

(n=138) (n=186) (n=261) (n=391) ％

テレビ

インターネット（PC、スマートフォンなど）

ラジオ

県や市・区の広報紙

新聞

町内の回覧板や掲示板

TwitterなどのSNS

家族や親類

横浜市防災情報Eメール

隣近所の知り合い

港南区緊急時情報伝達システム

港南区安全・安心情報メール

雑誌

その他

特にない

無回答

60歳代 70歳代 80歳以上

(n=333) (n=418) (n=246) ％

テレビ

インターネット（PC、スマートフォンなど）

ラジオ

県や市・区の広報紙

新聞

町内の回覧板や掲示板

TwitterなどのSNS

家族や親類

横浜市防災情報Eメール

隣近所の知り合い

港南区緊急時情報伝達システム

港南区安全・安心情報メール

雑誌

その他

特にない

無回答

問３　防災に関する情報を入手したい時に、何から入手していますか？（複数回答）

74 

84 

21 

8 

9 

11 

50 

14 

7 

1 

6 

2 

4 

0 

1 

1 

72 

91 

18 

10 

2 

11 

41 

17 

4 

5 

3 

3 

3 

1 

4 

1 

75 

92 

29 

20 

11 

13 

24 

13 

11 

8 

2 

4 

2 

0 

0 

1 

82 

86 

30 

23 

17 

20 

15 

9 

15 

5 

4 

4 

3 

1 

1 

1 

89 

79 

38 

37 

28 

32 

8 

7 

18 

6 

6 

5 

3 

1 

1 

1 

92 

49 

46 

49 

50 

40 

2 

14 

14 

14 

7 

4 

4 

1 

2 

1 

87 

26 

41 

43 

54 

42 

2 

21 

6 

20 

7 

5 

3 

0 

7 

2 
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［スマートフォン所有の有無別 防災に関する情報の入手手段］ 

・スマートフォン所有の有無別で見ると、スマートフォンを持っている方は「インターネ

ット（PC、スマートフォンなど）」や「TwitterなどのSNS」の割合が多く、持っていな

い方は「新聞」や「ラジオ」、「町内の回覧版や掲示板」、「県や市・区の広報紙」と

いったデジタル情報以外からの入手が多くなっています。 

 

  

  

スマートフォン所有の有無別（問18）

持っている 持っていない

(n=1747) (n=243) ％

テレビ

インターネット（PC、スマートフォンなど）

ラジオ

県や市・区の広報紙

新聞

町内の回覧板や掲示板

TwitterなどのSNS

家族や親類

横浜市防災情報Eメール

隣近所の知り合い

港南区緊急時情報伝達システム

港南区安全・安心情報メール

雑誌

その他

特にない

無回答

問３　防災に関する情報を入手したい時に、何から入手していますか？（複数回答）

85 

24 

46 

41 

49 

43 

1 

18 

7 

19 

7 

4 

6 

0 

6 

2 

83 

77 

32 

29 

25 

24 

18 

12 

13 

8 

5 

4 

3 

1 

1 

1 
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（３）災害に備え自治会町内会が進めるべき取組  

・災害に備え自治会町内会が進めるべき取組について、最も多いのは「避難場所について

の啓発」（62％）で、次いで「自治会町内会での備蓄」（51％）、「食料や飲み水など、

家庭での備蓄についての啓発」（50％）となっており、経年で比較すると、上位の項目

に大きな変化はありません。 

・前回調査と比較すると、増加しているのは「避難場所についての啓発」（前回比+4ポイ

ント）、次いで「自治会町内会での備蓄」（同+3ポイント）、「食料や飲み水など、家

庭での備蓄についての啓発」（同+1ポイント）などで、避難場所の事前確認に加えて備

蓄への取組の意識も高まっています。 

  

%

避難場所（いっとき避難場所、地域防災

拠点、福祉避難場所、広域避難場所）に

ついての啓発

自治会町内会での備蓄（毛布、懐中電

灯、ヘルメットなどの防災グッズ）

食料や飲み水など、家庭での備蓄につい

ての啓発

声かけや安否確認の方法など、ご近所や

地域の方とのルールづくり

災害時要援護者（高齢者や子ども、障害

者など）の見守り支えあい

災害時におけるライフライン（電気、ガ

ス、水道、電話など）に関する講習

防災訓練に参加してもらうような積極的

な呼びかけ

防災訓練の内容の充実

火災発生時における延焼防止訓練

その他

特に進めるべき取組はない

無回答

※の項目は聴取を実施せず

問４　大地震などの災害に備え、今後、自治会町内会がどのような取組を進めるべきだと思いますか？

       （複数回答）

62

51

50

42

42

35

20

18

17

2

3

3

58 

48 

49 

45 

42 

37 

23 

※

18 

2 

3 

5 

57 

49 

46 

42 

43 

35 

25 

※

19 

3 

3 

5 

Ｒ04 (n=2009) Ｒ01 (n=2145) H29 (n=2390)



17 

 

（４）地震で開設される避難所（地域防災拠点）の認知 

・地震で開設される避難所（地域防災拠点）についての認知については、「市内で震度５

強以上の地震が発生すると避難所として小・中学校に開設される」（67％）が最も多く、

次いで「事前に避難所が地域ごとに指定されている」（52％）となり、この２つが５割

を超える回答となっています。 

 

 

 

  

(n=2009)

%

市内で震度５強以上の地震が発生すると避難

所として小・中学校に開設される

事前に避難所が地域ごとに指定されている

防災備蓄庫に必要最低限の水・食料があり、

物資の提供を受けることができる

地域防災拠点ごとに防災拠点運営訓練を実施

している

地域の方々が中心の運営委員会が運営し、避

難者も運営に協力する

感染防止対策の資器材が配備され、運用の

ルールが決まっている

全て知らなかった

無回答

問５　地震で開設される避難所（地域防災拠点）について知っていますか？（複数回答）

67

52

46

21

18

6

15

2
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［年代別 地震で開設される避難所（地域防災拠点）の認知］  

・年代別で見ると、「市内で震度５強以上の地震が発生すると避難所として小・中学校に

開設される」は、すべての年代で認知度が高いことが分かります。 

・「すべて知らなかった」は、60歳代以上と比較して、10～50歳代で割合が高くなってい

ます。 

 

 

 

  

10～20歳代 30歳代 40歳代 50歳代

(n=138) (n=186) (n=261) (n=391) ％

市内で震度５強以上の地震が発生すると避難所と

して小・中学校に開設される

事前に避難所が地域ごとに指定されている

防災備蓄庫に必要最低限の水・食料があり、物資

の提供を受けることができる

地域防災拠点ごとに防災拠点運営訓練を実施して

いる

地域の方々が中心の運営委員会が運営し、避難者

も運営に協力する

感染防止対策の資器材が配備され、運用のルール

が決まっている

全て知らなかった

無回答

60歳代 70歳代 80歳以上

(n=333) (n=418) (n=246) ％

市内で震度５強以上の地震が発生すると避難所と

して小・中学校に開設される

事前に避難所が地域ごとに指定されている

防災備蓄庫に必要最低限の水・食料があり、物資

の提供を受けることができる

地域防災拠点ごとに防災拠点運営訓練を実施して

いる

地域の方々が中心の運営委員会が運営し、避難者

も運営に協力する

感染防止対策の資器材が配備され、運用のルール

が決まっている

全て知らなかった

無回答

問５　地震で開設される避難所（地域防災拠点）について知っていますか？（複数回答）

71 

50 

38 

12 

12 

4 

16 

0 

59 

48 

46 

12 

10 

6 

22 

1 

64 

54 

48 

16 

15 

7 

16 

0 

66 

52 

43 

23 

16 

6 

16 

1 

70 

57 

55 

25 

20 

8 

13 

2 

71 

56 

43 

22 

20 

6 

11 

4 

69 

45 

46 

25 

23 

6 

13 

9 
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（５）大雨・洪水・台風で開設される避難場所の認知 

・大雨・洪水・台風で開設される避難場所の認知については、「すべて知らなかった」（40％）

が最も多く、４割の方が認知していないことが分かります。 

・「避難場所への立退き避難がかえって危険な場合の適切な避難行動を理解している」

（28％）、「避難の目安は地域への避難指示等の発令や危険を感じたとき」（24％）、

「風水害の状況により避難指示等が発令され避難場所が開設される」（21％）と続いて

います。 

 

 

 

 

  

(n=2009)

%

避難場所への立退き避難がかえって危険な場合の適切な避難行動

（親戚の家や近隣の頑丈な建物、自宅内の少しでも安全な場所へ

の水平避難や垂直避難）を理解している

避難の目安は地域への避難指示等の発令や危険を感じたとき

風水害の状況により避難指示等が発令され避難場所が開設される

地震で開設される避難所（地域防災拠点）とは別の場所にある

状況に合わせて区職員が開設・運営する

備蓄倉庫は無く、避難者が水・食料を準備しなければならない

全て知らなかった

無回答

問５-２  大雨・洪水・台風で開設される避難場所について知っていますか？（複数回答）

28

24

21

12

9

6

40

8
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［年代別 大雨・洪水・台風で開設される避難場所の認知］  

・年代別で見ると、「避難場所への立退き避難がかえって危険な場合の適切な避難行動を

理解している」は70歳代で割合が多く、「避難の目安は地域への避難指示等の発令や危

険を感じたとき」は40歳代、「風水害の状況により避難指示等が発令され避難場所が開

設される」は、40歳代と50歳代で割合が多くなっています。 

・「すべて知らなかった」は、10～60歳代で４割を超えており、特に30歳代の割合は５割

を超え、最も多くなっています。 

 

 

 

  

10～20歳代 30歳代 40歳代 50歳代

(n=138) (n=186) (n=261) (n=391) ％

避難場所への立退き避難がかえって危険な場合の

適切な避難行動を理解している

避難の目安は地域への避難指示等の発令や危険を

感じたとき

風水害の状況により避難指示等が発令され避難場

所が開設される

地震で開設される避難所（地域防災拠点）とは別

の場所にある

状況に合わせて区職員が開設・運営する

備蓄倉庫は無く、避難者が水・食料を準備しなけ

ればならない

全て知らなかった

無回答

60歳代 70歳代 80歳以上

(n=333) (n=418) (n=246) ％

避難場所への立退き避難がかえって危険な場合の

適切な避難行動を理解している

避難の目安は地域への避難指示等の発令や危険を

感じたとき

風水害の状況により避難指示等が発令され避難場

所が開設される

地震で開設される避難所（地域防災拠点）とは別

の場所にある

状況に合わせて区職員が開設・運営する

備蓄倉庫は無く、避難者が水・食料を準備しなけ

ればならない

全て知らなかった

無回答

問５-２  大雨・洪水・台風で開設される避難場所について知っていますか？（複数回答）

14 

22 

22 

15 

9 

7 

48 

2 

20 

25 

21 

12 

11 

3 

52 

1 

27 

27 

25 

11 

7 

3 

44 

2 

24 

26 

25 

12 

9 

5 

45 

3 

31 

26 

22 

12 

10 

5 

41 

6 

39 

22 

21 

14 

9 

8 

29 

12 

28 

17 

11 

10 

4 

10 

29 

24 
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（６）防災に関して知りたいこと 

・防災に関して知りたいことについては、「避難所などに避難する必要があるかの判断に

ついて」（51％）が最も多く、次いで「今住んでいる自宅の安全について」（48％）と

なり、この２つが約５割の回答となっています。 

 

 

 

 

  

(n=2009)

%

避難所などに避難する必要があるかの判断について

今住んでいる自宅の安全について

家族の安否確認や連絡手段について

自宅での避難生活（在宅避難）について

避難所での避難生活について

自分の身の守り方について

災害情報の入手方法について

外出先からの帰宅について

もとの生活に戻れるかについて

何も心配はない

無回答

問６　災害に備えて、どんなことを知りたいと思いますか？（複数回答）

51

48

45

44

36

35

35

32

28

2

3
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（７）災害時要援護者への協力 

・災害時要援護者への協力については、「『大丈夫ですか？』などの声かけ」（75％）が

最も多く、次いで「避難などの手助け」（58％）となっています。「協力できそうにな

い」（６％）や「わからない」（９％）は前回調査とあまり変化はありません。 

・前回調査と比較すると、若干ポイントが低くなっている項目がいくつかある中、「家族

や親族・知人への連絡」が前回調査から４ポイント増え、身近な方への連絡の手助けに

協力する意識が上がっていることがわかります。 

  

問７

%

「大丈夫ですか？」などの声かけ

避難などの手助け

家族や親族・知人への連絡

災害状況や避難情報などの伝達

相談相手や話し相手になる

介助や応急手当

一時的な保護・預かり

おむつ・ミルクなどの必需品の確保・提供

外国人への通訳、情報提供

その他

協力できそうにない

わからない

無回答

大地震などの災害が起こった時に、あなたご自身やご家族の安全は概ね確保されていると仮定して、あなたの家

族以外の避難時に手助けが必要な人(例えば、自力で避難することが困難な高齢者や障害者、乳幼児、病人、妊産

婦、外国人など）に対して、どのような協力ができそうだと思いますか？（複数回答）

75

58

50

38

26

21

18

5

5

1

6

9

2

77 

59 

46 

40 

29 

21 

17 

5 

8 

1 

6 

8 

2 

79 

63 

46 

40 

32 

20 

19 

5 

7 

1 

6 

8 

1 

R04 (n=2009) R01 (n=2145) H29 (n=2390)


